
青少年の心の育成のため
76.4 ％

高齢者や
障害者のため
0.8 ％

地球の環境保全のため
0.2 ％

その他　総会・理事会開催
ほか運営費
17.1 ％

広報関係
5.6 ％

平成29年度
会費等使途内訳
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第 8 回 社 員 総 会 報 告
とき：平成 30 年 6月8 日（金）　ところ：東京・ベルサール飯田橋駅前　２階会議室

各活動のポイント
　①「小さな親切」実行章

昨年に引き続き、実行章受章者にアンケートを実施。

　②  第43回  作文コンクール
テーマを「小さな親切」のみに変更し、より自由な発想の
作文を募る。

　③ 青少年すこやか育成事業〈（公財）JKA 補助事業〉
昨年度のヒアリング調査を基に、オリジナル幼児教育プログ
ラムの試作品を作製。

　④ みんなつながろ、トモダチ作戦
活動グッズは無料提供。（地域組織以外からの申し込みは、
送料のみ負担）。

　⑤ 第34回  はがきキャンペーン
上位賞の内訳を変更。〝大賞〟は主催者名で贈呈し、〝日
本郵便賞〟を新設する。

　⑥ 平成30年度全国表彰式
と　き：平成 30 年 11 月24日（土）12：30 ～ 15：30
ことろ：東京・霞が関ビル 35 階 東海大学校友会館

　⑦ 日本列島コスモス作戦
コスモスに加えて、ミニヒマワリの種子袋及び種子を斡旋。

皆様の会費で各事業を推進しています

 平成29年度活動要旨

 平成30年度活動要旨

物品販売（オリジナルクリアファイル・ボールペン・不織布
バッグ）をスタート。
販売価格が低額なことから、大きな収益の増加には至ってい
ないが、運動を永続させるための重要な取り組みの第一歩と
なった。
また、青少年すこやか育成事業で幼児教育プログラムの開発
に向けてのヒアリング調査を行い、幼児期からの豊かな心づ
くりに取り組む足がかりを築いたことは大きな成果であった。

２年後に迫った東京オリンピック・パラリンピックにおける
「小さな親切」運動の活動を具体化し、地域組織を中心に全
国運動で盛り上げる。

運動方針
　日本の美風の「蘇生」と「新生」

重点活動
　〝作文コンクール〟〝はがきキャンペーン〟応募者の拡大を通じ

て運動の啓発を図り、その意義を浸透させる。

新役員体制
役員改選に伴い、理事３名が退任し、新理事２名が加わった。
なお、代表及び専務理事は継続。副代表には２名が新たに
就任した。

［理事 11名］
代　　表　鈴 木 恒 夫　元文部科学大臣
副 代 表　小 林 和 明 　（株）城南情報サービス総合相談室室長
　　　　　森 本 弘 道　（株）もみじ銀行元頭取
 　　　「小さな親切」運動広島県本部代表
専務理事　山橋由貴子　（公社）「小さな親切」運動本部事務局長
理　　事　稲 見 友 之　弁護士
　　　　　梅 森 　 徹 　（一社）全国地方銀行協会常務理事
　　　　＊栗 田 　 正　帝京大学医学部ちば総合医療センター
 　　　脳神経内科教授
　　　　　杉 　 忠 重　人材育成学会理事
　　　　　寺 脇 　 研　京都造形芸術大学教授
　　　　＊藤 井 　 基 　弁護士
　　　　　村 越 輝 章 　（株）読売新聞東京本社販売局次長
 　　　兼販売管理部長

〈50音順＊印は新任理事〉
［監事 2名］
　　　　　灰 原 芳 夫　公認会計士・税理士
　　　　　濱 田 　 清　弁護士

▪総会資料はホームページにて情報開示をしておりますので、ご覧
ください。


